
■国語古典の授業への展開として。
■翻訳や例えによって古典を現代へと「近づけ
る」方略は、古典を当時の言語文化共同体から切
り離し、現代の言語文化共同体の一部に組み込む
ものであり、歴史的な事象を時間軸から切り離さ
れた範列的な一事例へと転化してしまう。
■学習者の側が古典の言語文化共同体へと「近づ
いていく」ための方略を開発する。

キーワード 日本語の歴史的変遷、文体的位相、思考様式、「漢」と「和」、「書くこと」の教育
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研究の目的、概要、期待される効果
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・小学校、中学校、高等学校の教育研究関連分
野

日本語の歴史も古典の授業も、他人事として
学のではなく、自分が生きる意味とともに学ん
でいきたい。その思考を実現する研究でありた
いと考えています。

日本語史研究室 https://kokugoshi.blogspot.com/
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思考様式の複層性を探る
～ 日本語の文体史研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

日本語の歴史的変遷を背景とした、日本語に特
有の「ものの見方・考え方」の解明を進めていま
す。同じ日本語の中にも、言語と文化的状況との
結びつき方から、異なる言語とそれを支える異な
る思考様式の存在を観察することができます。と
くに、異なる言語文化共同体において漢文訓読文
体と和文体とが対立的関係を見せる平安時代には
その傾向が顕著でした。
本研究では、平安・鎌倉期の日本語資料に見ら
れる言語の位相性の把握を通じて、当該期の言語
の複層性がその後の日本語の展開に及ぼした影響
を解明します。大きく見れば「漢」と「和」の言
語文化が複層的に存在していたこの状況は、言文
一致が進み、漢字仮名交じり文が唯一の表記体と
して学ばれる現代では見えづらくなっています。
たとえば学校教育でも、学習者の文章やものの見
方・考え方の構築において、こうした日本語特有
の言語／思考様式の複層性の問題に自覚的である
とは言いがたい状況があるのではないでしょうか。
歴史的変遷を背景とした言語のあり様が〈今〉
を生きる私たちの言語／思考に見えざる影響を与
えています。自身の言語に自覚的になるための新
たな教育活動の構想への展開を考えています。

古典世界の追体験を実現する学習モデル、科研報告書（2019）
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